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特集　鮎貝まちづくり事業の今②

白鷹町認知症高齢者見守りネットワーク⑥
第３次行財政改革　２年目の成果⑧
第44回白鷹町小中学校及び

町民水泳大会の結果⑫
白鷹産ホップと産業を語る⑳
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しらたか的音楽映画塾　－　小室塾「鷹山講」鷹山公が贈ったといわれる桑の木を前に高木隆一さん（山口）から話を聞く
　８月４日、５日、パワーセンターを主会場に、しらたか的音楽映画塾が行われました。町内で２日間にわたり、音楽、映

画、学び、そして体験を通し、音楽・映画の関係者、参加者が一緒に交流するイベント。小室塾では、上杉鷹山が推奨した

養蚕、農作物をテーマに、その痕跡をたどり、今も残る上杉鷹山の心を学びました。
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く
り
を
進
め
る
も
の
で
す
。
そ
れ

が
魅
力
あ
る
地
域
を
つ
く
り
、
生

き
が
い
の
持
て
る
町
を
つ
く
っ
て

い
き
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
の
事
業
計
画
で
具

体
的
な
整
備
計
画
が
示
さ
れ
、
追

加
、
変
更
、
削
減
を
繰
り
返
し
な

が
ら
、
現
在
の
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

町
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
、
自

然
と
も
に
き
ら
め
き
、
心
豊
か
な

美
し
い
郷さ
と

」
を
具
体
的
に
形
に
表

し
た
ま
ち
づ
く
り
が
こ
こ
に
あ
り
、

白
鷹
町
全
体
の
発
展
の
た
め
に
も

大
切
な
位
置
づ
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。
住
み
よ
い
町
に
す
る
た
め
に
、

皆
さ
ん
も
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
は
今
こ
こ
に
い
る

－

ま
ち
づ
く
り
の
「
姿
」
と
「
現
在
地
」

－

　

白
鷹
町
で
は
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
旗
印
に
、
地
域
資
源
を
生
か
し
、
そ

こ
に
住
む
人
自
ら
が
地
域
を
盛
り
あ
げ
て
い
こ
う
と
い
う
、
21
世
紀
の
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、「
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り

事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
事
業
が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。
今
回
は
そ

の
進
捗
状
況
、
そ
し
て
白
鷹
町
鮎
貝
土
地
区
画
整
理
組
合
が
中
心
と
な
っ
た
宅

地
分
譲
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

白
鷹
町
で
は
、
町
全
体
が
調
和

の
取
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で

も
、
荒
砥
地
区
と
鮎
貝
地
区
が
連

動
す
る
都
市
の
構
造
を
つ
く
り
出

し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
機
能
に
応
じ
た
環
境
整
備

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
こ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
の
が
、

住
環
境
整
備
を
中
心
と
し
た
区
画

整
理
事
業
を
基
盤
に
、
生
活
の
維

持
向
上
や
就
業
機
会
の
創
出
、
交

流
の
促
進
を
行
う
と
い
う
実
践
的

事
業
「
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
」

で
す
。

　

本
事
業
は
、
歴
史
、
文
化
、
自

然
を
生
か
し
、
快
適
で
魅
力
あ
る

定
住
空
間
を
確
保
し
、
お
年
寄
り

に
も
若
者
に
も
や
さ
し
い
ま
ち
づ

四季彩
さい

郷
きょう

しらたか・鮎貝まちづくり事業

あしたの笑顔、ぐんぐん成長中。

�
�
�
�
�
交
付
金

　

こ
の
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
事
業
は
、

「
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
」
を
活
用

し
て
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
交
付
金
は
、
地
域
の
歴
史

・
文
化
・
自
然
環
境
な
ど
の
特
性

を
活
か
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
行
い
な
が
ら
、
都
市
の

再
生
を
効
率
的
に
進
め
、
地
域
住

民
の
生
活
の
質
の
向
上
と
地
域
経

済
・
社
会
の
活
性
化
を
促
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
創
設
さ
れ
た
制

度
で
す
。

　

本
町
で
は
、
鮎
貝
地
区
を
対
象

に
都
市
再
生
整
備
計
画
に
基
づ
き
、

都
市
と
し
て
必
要
な
機
能
を
強
化

し
、
都
市
計
画
道
路
、
主
要
地
方

道
、
町
道
、
四
季
の
郷
駅
な
ど
の

特
集
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荒砥高校の取り組み

新駅「四季の郷駅」設置予定地前に
コスモスの種をまきました

今秋10月13日（土）、
「四季の郷駅」がオープンします

交
通
網
の
整
備
と
併
せ
、
公
益
施

設
等
の
都
市
施
設
の
整
備
を
行
っ

て
い
ま
す
。

心
豊
か
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は

「
定
住
」
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

鮎
貝
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よ

り
住
環
境
基
盤
の
整
備
が
行
わ
れ

て
お
り
、
良
好
な
住
宅
地
と
し
て

既
存
の
市
街
地
と
の
連
携
を
高
め
、

よ
り
魅
力
あ
る
生
活
空
間
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
交
通
網
の
整
備

が
待
た
れ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度

は
フ
ラ
ワ
ー
長
井
線
の
「
四
季
の

郷
駅
」
が
秋
に
オ
ー
プ
ン
す
る
予

定
で
、
通
勤
通
学
、
買
い
物
な
ど

に
必
要
な
足
が
確
保
さ
れ
、
ま
た

他
地
域
と
の
交
流
の
窓
口
と
し
て

も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
新
市
街
地
の
幹
線
道
路

で
あ
る
都
市
計
画
道
路
（
荒
砥
鮎

貝
線
）
に
街
路
灯
が
整
備
さ
れ
、

夜
も
安
心
し
て
歩
く
こ
と
の
で
き

る
空
間
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。
そ
の
都
市
計
画
道
路
を

鮎
貝
駅
前
に
ダ
イ
レ
ク
ト
に
つ
な

ぐ
「
八
幡
沢
橋
」
の
供
用
開
始
も

予
定
さ
れ
て
お
り
、
白
鷹
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
四
季
の
郷
の
西
の
玄
関
口

と
し
て
よ
り
利
便
性
の
向
上
も
図

ら
れ
ま
す
。
来
年
度
に
は
、
既
存

市
街
地
を
結
ぶ
重
要
道
路
と
し
て

県
道
黒
鴨
鮎
貝
線
の
工
事
が
予
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

子
育
て
を
応
援
し
ま
す

　

若
者
世
帯
の
町
内
へ
の
定
住
を

促
進
し
、
町
の
活
性
化
に
つ
な
げ

て
い
く
た
め
に
は
、
快
適
で
だ
れ

も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
住
ま
い

が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
若
い
子
育
て
世
代

が
安
心
し
て
出
産
・
育
児
に
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
、
そ
の
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
で
安
全
に
成
長
で

き
る
快
適
な
生
活
環
境
の
整
備
も

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、「（
仮
称
）文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
」
の
東
側
隣
接
地
に

子
育
て
世
帯
が
入
居
で
き
る
町
営

住
宅
を
、
全
体
で
24
戸
を
整
備
す

る
計
画
で
す
。
今
年
度
は
12
棟
の

基
本
設
計
を
実
施
し
、
平
成
20
年

度
に
６
戸
の
住
宅
を
整
備
す
る
予

定
で
す
。

新
し
い
文
化
と
交
流

　

四
季
の
郷
、
白
鷹
町
の
中
核
施

設
、
そ
し
て
住
む
人
び
と
が
集
い
、

憩
う
空
間
と
し
て
設
置
さ
れ
る
の

が
「（
仮
称
）文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
」

で
す
。

　

「
出
会
い
・
体
感
・
未
来
」
と

い
う
テ
ー
マ
を
掲
げ
、
昨
年
度
に

基
本
計
画
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
、
育
て
ら

れ
て
い
く
拠よ

り
所
と
し
て
、
町
全

体
の
文
化
と
交
流
の
中
心
拠
点
と

し
て
期
待
さ
れ
、
い
よ
い
よ
建
設

が
始
ま
り
ま
す
。

　

８
月
に
契
約
を
締
結
し
、
建
築

本
体
工
事
を
平
成
20
年
度
ま
で
の

２
カ
年
で
建
設
し
ま
す
。
平
成
21

年
度
に
は
屋
外
交
流
広
場
を
整
備

し
、
住
民
の
文
化
・
交
流
活
動
の

場
と
し
て
多
彩
な
機
能
を
備
え
た

施
設
は
、
21
年
度
秋
に
は
オ
ー
プ

ン
で
き
る
予
定
で
す
。

　白鷹ニュータウン「四季の郷」に、フラワー長
井線「四季の郷駅」が開業します。
　長井線開通以来、本町にとって初めての新駅と
いう記念すべき日を盛大にお祝いします。当日は
式典のほか、さまざまなイベントを企画していま
す。詳しくは後日お知らせしますので、ぜひお越
しください。

　６月20日、「四季の郷駅」の建設予定地前で、荒砥高校
生20人がコスモスの種まきをしました。日ごろ通学して
いるフラワー長井線の沿線をきれいにしようと、県から
の助成を受けて実施したものです。生徒の皆さんは、石
や雑草を取り除き、約340㎡の敷地に種をまきました。

10月には、駅開業を
お祝いするように、
ピンクや黄色の花が
咲かせることでしょ

う。

▼

こんなに大き
　くなりました

年次計画

平成19 年度 ７月四季の郷住宅団地設計

８月「（仮称）文化交流センター」建設工事

10 月四季の郷駅オープン

四季の郷駅前広場完成

３月街路灯完成（17 灯）

八幡沢橋供用開始

平成20 年度 「（仮称）文化交流センター」建設工事完成

鮎貝八幡宮参道（町道）工事完成

四季の郷住宅団地完成（６戸）

県道黒鴨鮎貝線開通

平成21 年度 ９月屋外交流広場完成

10 月「（仮称）文化交流センター」オープン

街路灯完成（６灯）

四季の郷住宅団地完成（６戸）

白鷹山を臨み、伸びる主要地方道
とハナミズキの並木道



キッチン

リビング・ダイニング

玄µ関
和µ室

バスルーム

サニタリー

収µ納

白鷹ニュータウン「四季の郷」で
快適生活をシミュレーション。

こんなにきれいな
自然に恵まれたところで

息子の家族と同居できるなんて
夢のようです！

家づくりは子どもの将来を
いちばんに考えました。
子育てに安心なこの街は

いいですよ！
アパート暮らしのときは
無理だったけど、

これからはワンちゃんと一緒に
暮らせてウレシイ！

ゆったりとした
間取りの家が夢でした。
広々とした庭もあるし、
子供と遊ぶ時間が
ますます楽しみです！
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●
区
画
整
備
（
分
譲
宅
地
）

　

南
に
飯
豊
山
、
西
に
朝
日
連
山
、

そ
し
て
北
東
に
は
白
鷹
山
。
そ
の

比
較
対
象
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
空

の
広
が
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
夜
は
満
天
の
星
空
が
広
が

り
ま
す
。
ま
さ
に
、
大
パ
ノ
ラ
マ

で
す
。

　

分
譲
開
始
後
、
町
内
を
は
じ
め
、

長
井
市
、
山
形
市
な
ど
の
か
た
が

た
が
宅
地
を
買
い
求
め
、
マ
イ
ホ

ー
ム
を
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
増
え
続
け
る
傾
向
に
あ
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
ま
す
ま
す
多
く
の
か

た
が
た
に
、
自
然
、
元
気
な
地
域

づ
く
り
、
そ
し
て
人
び
と
の
あ
た

た
か
さ
な
ど
、
町
の
良
さ
知
っ
て

い
た
だ
き
、
新
し
い
人
生
の
定
住

地
と
し
て
選
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
目
標
で
す
。

●
企
業
誘
致
（
工
業
用
地
整
備
）

　

町
の
情
報
化
の
進
展
、
就
業
機

会
の
拡
大
を
目
的
に
整
備
し
た
情

報
拠
点
施
設
の
集
積
区
画
、「
白
鷹

ソ
フ
ト
小
村
」。現
在
は
全
６
棟
が

整
備
さ
れ
、
６

社
が
入
居
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
工
業
用

地
に
は
、
暖
房

シ
ス
テ
ム
製
造

販
売
の
「
株
式

会
社
エ
ナ
ー
テ

ッ
ク
」
が
進
出

す
る
こ
と
が
決

定
し
、
今
秋
11

月
に
は
本
格
稼

働
す
る
見
込
み

で
す
。

　

一
歩
一
歩
、
で
き
る
こ
と
か
ら

歩
み
出
し
た
ま
ち
づ
く
り
で
す
。

少
し
ず
つ
個
と
個
が
集
ま
り
、
手

を
取
り
あ
っ
て
、
活
気
の
あ
る
地

域
が
つ
く
ら
れ
て
い
く
こ
と
が
、

願
い
で
す
。

住み良さ
どんどん広がる！

未
来
の
暮
ら
し
を
体
験
し
よ
う

白
鷹
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン「
四
季
の
郷
」　

快
適
生
活
疑
似
体
験
�
�
�

　

思
い
描
い
た
理
想
の
暮
ら

し
を
実
現
し
て
い
た
だ
く
た

め
に
、
白
鷹
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

「
四
季
の
郷
」
で
は
住
宅
メ

ー
カ
ー
12
社
の
協
力
を
得
て
、

分
譲
宅
地
に
仮
想
の
間
取
り

を
つ
く
り
ま
す
。
更
地
で
は

分
か
ら
な
い
生
活
イ
メ
ー
ジ

を
ご
体
験
い
た
だ
け
ま
す
。

８/14（火）
10：00～17：00

�
�
月
末
日
�
�
�
分
譲
宅

地
�
成
約
�
�
�
�
�
商
品

券
10
万
円
相
当
�
贈
呈
�

�
�
来
場
�
�
客
�
�
�
冷

�
�
飲
物
�
�
�
�
�
�
粗

品
�
�
�
�
�
�

▼駅の工事が着々と進行中。生徒たち
　の乗り降りする姿が目に浮かびます。

▲建設の進む「八幡沢橋」。完成後は、
　新しい流れができます。

季
節
の
移
り
変
わ
り
を
実
感
で
き
る
大
パ
ノ
ラ
マ

あ
た
た
か
い
人
、
地
域
、
自
然

こ
こ
に
は
、
帰
り
た
い
家
が
あ
る

「
鮎
貝
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
」

　

そ
こ
に
住
む
人
が
主
体
と
な
り
、

鮎
貝
地
区
を
盛
り
上
げ
て
い
こ
う

と
組
織
さ
れ
た
の
が
、
鮎
貝
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
で
す
。

　

地
区
内
の
多
く
の
か
た
が
た
が

参
加
し
、「
活
性
化
」「
景
観
」「
歴

史
」
の
３
つ
の
部
会
を
中
心
に
、

鮎
貝
さ
く
ら
ま
つ
り
、
歴
史
マ
ッ

プ
・
看
板
づ
く
り
、
古
井
戸
調
査
、

鮎
貝
駅
か
ら
四
季
の
郷
駅
予
定
地

ま
で
の
花
壇
整
備
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
現
在
は
、
四
季
の
郷

駅
オ
ー
プ
ン
に
向

け
、
企
画
委
員
会

を
組
織
し
、
ア
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デ
ア
を
出
し
合
い

取
り
組
ん
で
い
ま

す
。



一般分譲地
メーカー分譲地
予　　　約
契　約　済

白鷹町鮎貝土地区画整理組合 西置賜郡白鷹町大字鮎貝2523  TEL0238-85-3119

開催時間
10：00～17：00

分譲宅地販売会 メーカー宅地分譲18区画

一般宅地分譲37区画

■宅地分譲区画 分譲概要  ●所在地／山形県西置賜郡
白鷹町大字鮎貝●交通／フラワー長井線・鮎貝駅より600m・
徒歩約8分●開発総面積／23,200㎡●計画戸数・人口／
約260戸・900人●今回販売区画数／55区画●敷地面積／
274㎡（82.9坪）～1,334㎡（403.5坪）●販売価格／
4,137,400円（１区画）～21,877,600円（１区画）●最多
販売価格帯／500万円台（16区画）●地目／宅地●用途地
域／第１種住居地域・第２種住居地域・近隣商業地域・準
工業地域●建築基準法に基づく制限／建ぺい率60％・容
積率200％●道路／幹線道路＝幅員18.0～18.5ｍ・街区
道路＝幅員6～8ｍ・アスファルト舗装●設備／◎電気
＝東北電力◎ガス＝プロパンガス◎水道＝公共水道◎
排水＝公共下水道●施設／街区公園２ヵ所・緑地１ヵ
所●学区／町立鮎貝小学校（1,300m)・町立白鷹西中学
校（1,500km)●販売態様／自己物件売買（販売代理含む）
●売主／白鷹町鮎貝土地区画整理組合●分譲地造成工
事完了／平成16年9月末日

白鷹町が推進する定住促進事業と連携した白鷹ニュータウン「四季の郷」の宅地分譲です。

ご家族お揃いで
お出掛けください！！

土地・住宅の資金は
提携金融機関をご利用ください。

きらやか銀行 鮎貝支店・荒砥支店
山形銀行荒砥支店
山形おきたま農協白鷹支店

白鷹ニュータウン「四季の郷」の宅地
購入、住宅建築資金は、白鷹町鮎貝土
地区画整理組合が提携する金融機関
にご相談ください。

提携
金融機関

宅地購入者ご紹介
キャンペーン開催中
宅地購入希望のお知り合いのかた
に「四季の郷」をご紹介いただくと、
もれなくすてきなプレゼントを差
しあげます。また、ご成約された場
合はさらに謝礼を差しあげます。

対象者／組合員または一般個人

お問い合わせは組合事務所まで。
謝　礼／土地販売代金の2.0％

四季の郷
駅

第2号街区公園
（調整池）

至荒砥

情報拠点施設
（ソフト小村）

工業用地

四季の郷
町営住宅用地(仮称)白鷹町文化交流センター建設用地

緑地

●きらやか銀行鮎貝支店

第1号
街区公園

福祉施設用地
至長井

都市計画
道路（荒

砥鮎貝線
）

至箕和田

白鷹自動車学校
29

48

52

46
47

49
50

51

37
42 40

39 44
45

26

56

55

59

67

60
61 62 63

66 65
71 70 69

68

72

98 97 96

95

94

104

90

現地案内所

組合事務所

30

JA
●

92

メーカー
販売区画

フラワー長井線 四季の郷駅
平成19年10月13日開業 販売価格 410万円台より

敷地面積 274㎡（82.9坪）～1,334㎡（403.5坪）坪単価 43,000円～

恵まれた立地環境!!
ゆとりの敷地面積!!
安心の分譲価格!!

鮎貝駅 四季の郷駅

荒砥駅

荒砥橋

西中学校

鮎貝小学校
あゆかい保育園

287

9

9

11

最上川
フラワー長井線

鮎貝郵便局
きらやか銀行
鮎貝支店

白鷹町役場

コンビニ

スピカ
ツルハドラック

荒砥高校

白鷹町立病院
至長井市

至朝日町

至山形市

東中学校

荒砥
小学校

348

四季の郷駅

白鷹ニュータウン
「四季の郷」

県
道
黒
鴨
鮎
貝
線
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ごあいさつ

　当組合も設立後５年を経過し、県、町当局をはじめ多く
の皆さんのご理解とご支援をいただき、整地工事及び道水
路などインフラ工事もほぼ完了する運びとなりました。今
後は事業費の主要な財源となる組合保留地（分譲宅地）の
早期完売が組合にとって最大の課題となります。景観の優
れた「四季の郷」の名にふさわしい住環境の整ったすてきな新しいまちが間も
なく誕生します。町内外を問わず新居、転居を考えておられるかた、またはご
存知のかたはぜひご紹介くださいますようお願い申しあげ、あいさつとします。

白鷹町鮎貝土地区画整理組合　理事長　鈴木金吾
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　土地の異動や、家屋の新築や増築、取り壊しなど
については常々調査を行っていますが、調査漏れを
なくすため、次のような固定資産の異動がございま
したら、お手数ですが電話などでお知らせください。
　現地確認のうえ、手続きをさせていただきます。

 土　地

○土地の現況（利用状況）が変わったとき
※田畑や原野を造成して、宅地や駐車場、資材置き
　場にした場合

 家　屋

○家屋（建物）に異動があったとき
※建物を新増改築した場合
※建物を取り壊した場合

◎バリアフリー改修に伴う固定資産税の減額について

　高齢者、障がい者が居住する住宅について、平成
19年４月１日から平成22年３月31日までに、一定の
バリアフリー改修工事（補助金を除く自己負担金が
30万円以上のものに限る）を行った場合、翌年度の
固定資産税が減額になります。

①対象家屋
　平成19年１月１日以前から所在し、次のかたが居
　住している住宅（賃貸住宅は除く）
　・65歳以上のかた
　・要介護認定または要支援認定を受けているかた
　・障がい者
②対象となるバリアフリー改修工事
　廊下の拡幅、手すりの取付け、階段の勾配緩和、
　床の段差解消、浴室の改良、引き戸への取替え、
　トイレの改良、床表面の滑り止め化
③減額となる額
　改修工事が完了した翌年度分の固定資産税１／３
　を減額（一棟当り１００㎡相当分までが限度）
④減額を受けるための手続き
　改修後３カ月以内に工事明細書や写真等の関係書
　類を添付のうえ申告してください。なお、添付書
　類の詳細についてはお問い合わせください。
※３カ月以内に申請書を提出できなかった場合は、
　理由書が必要です。

■問い合わせ
　町民税務課　町税係（☎85－6133）

町民税務課からのお願い

　固定資産の異動についてお知らせください

白
鷹
町
認
知
症
高
齢
者
見
守
り
ネ
�
ト
ワ
�
ク
が

立
ち
上
が
り
ま
し
た

☆
設
立
の
目
的　
　

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み
慣

れ
た
白
鷹
町
で
顔
な
じ
み
の
関
係

を
保
ち
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
で

尊
厳
の
あ
る
生
活
を
続
け
る
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
的
と

し
ま
す
。

　

「
例
え
ば
、
自
分
や
自
分
の
家

族
が
認
知
症
に
な
っ
た
と
き
、
な

に
が
あ
れ
ば
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

か
。」今
自
分
た
ち
に
で
き
る
こ
と

を
考
え
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
、
自
分
ら
し
く
生
活
で
き

る
白
鷹
町
を
目
指
し
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

☆
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
取
り
組

む
こ
と

　

当
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
認
知

症
を
正
し
く
理
解
し
、
各
組
織
の

メ
ン
バ
ー
に
伝
え
、
共
に
考
え
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
認
知
症
の
か
た
の
家
族

が
、「
認
知
症
の
か
た
の
見
守
り
・

声
が
け
」
の
協
力
を
地
域
の
か
た

に
気
軽
に
お
願
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で
き
る
体
制
を
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く
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す
。
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　☆

目
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は
？

　

見
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り
・
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ろ
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は
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荒
砥
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デ
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た
ス
テ
ッ
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ー
が
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す
（
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テ
ッ
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は
今
秋
完
成

予
定
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ス
テ
ッ
カ
ー
が
掲
示
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
は
、
認
知
症
を
正
し
く

理
解
し
、
お
年
寄
り
や
家
族
を
温

か
く
見
守
る
拠よ

り
所
で
す
。

◎
徘
徊
や
物
忘
れ
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心
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で
、
見

守
り
・
声
が
け
を
行
っ
て
欲
し
い
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山形県からのお知らせ

国道２８７号が新設道路に切り替わります
－国道287号と町道荒砥駅本宿線の立体交差工事－

　国道287号と町道荒砥駅本宿線の立体交差工事の
ため、昨年３月から仮設道路の通行を行っています。
　今後の国道新設道路工事に伴い、８月下旬に仮設
道路から新設道路への交通切り替えを予定していま
す。詳しい交通切り替えの時期は、工事現場周辺に
設置する注意看板に従ってください。完成までの間
は、部分的に道幅が狭く砂利道のため、通行の際は
速度を抑え、十分に注意していただくようお願いし
ます。
　また、新橋「八乙女橋」下の町道は交差点部の切
り下げ工事の後、新橋下の通行ができるようになり
ます。町道も部分的に道幅が狭く、砂利道であるた
め、十分に注意して通行してください。
　仮設交差点の工事が完了すると、町道と国道は立
体交差となり行き来できなくなりますので、県道荒
砥停車場線を迂

う

回してください。なお、仮設道路は
新設道路へ交通切り替え後に撤去します。
　大変ご不便をお掛けしておりますが、今後ともご
理解、ご協力くださいますようお願いします。

■問い合わせ
　置賜総合支庁西置賜道路計画課（☎88－8231）

至寒河江市

至長井市

至 十 王

仮設道路

町道荒砥駅本宿線

国
道
２
８
７
号

迂回路

仮設交差点工事後通行

新橋「八乙女橋」

新設道路

仮設交差点工事
至荒砥駅

◆工事現場付近図

か
た
は
、
気
軽
に
声
を
か
け
て
く

だ
さ
い
。

◎
困
っ
た
と
き
は
お
互
い
さ
ま
で

す
。
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
、

だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
白

鷹
町
を
み
ん
な
で
つ
く
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
に
も
�
今
日
か
ら

で
き
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

　

地
域
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
支
え

が
あ
れ
ば
、
認
知
症
な
ど
の
病
気

や
障
が
い
が
あ
る
人
も
、
介
護
す

る
家
族
も
、
安
心
し
て
ま
ち
に
出

て
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
続
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
必
要
な
の
は

専
門
的
な
知
識
や
技
術
で
は
な
く
、

さ
り
げ
な
い
手
助
け
や
見
守
り
な

ど
。
あ
な
た
の
ち
ょ
っ
と
し
た
勇

気
や
や
さ
し
さ
こ
そ
が
、
白
鷹
町

を
安
心
で
安
全
な
町
に
す
る
原
動

力
に
な
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
／
白
鷹

町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎

86

－

０
１
１
２
）

　７月22日、パワーセンターにおいて、
白鷹町認知症高齢者見守りネットワーク
の初の取り組みになる介護者講演会「認
知症の理解と援助」を開催しました。講
師の神奈川県川崎幸クリニック杉山孝博
院長は、実践に基づく認知症の対応をエ
ピソードを交えて具体的に話され、参加
者は認知症に対する理解を深めました。

善は急げ！　もう動き出しています
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◆第３次行財政改革大綱の進捗度
　　取り組むべき重点課題 49 項目のうち

計画どおり実施
計画どおりでな
いが概ね達成

計画どおりに
進んでいない

未実施

25 10 10 4
51.0% 20.4% 20.4% 8.2%

以上の取り組みの結果、

平成 18 年度で

総額３億 1600万円
の効果額となりました。

＊第３次行革の成果については、白鷹町ホームペー
　ジの「行財政改革」コーナーにも掲載しています
　のでご覧ください。
　ホームページアドレス
　http://www.town.shirataka.yamagata.jp/osirase/

　gyoukaku/gyoukaku-top.htm

問い合わせ
総務政策課　総務係
☎85－6124

　民営化・民間委託の推進
・公共施設34施設について、指定管理者制度による
　管理委託を行いました。

　公共工事の見直し
・再生骨材、再生合材の利用によるコスト縮減を行
　いました。
・協働のまちづくり事業により、９区で地域主体に
　よる事業を行いました。
・入札予定価格130万円以上の事業について、入札
　予定を閲覧とホームページにより公表しました。
・入札結果について、閲覧とホームページにより公
　表しました。

　電子自治体の推進
・県、各市町村連携による電子申請・届出システム
　を試験運用しました（現在、本運用中）。

　財政及び公営企業の健全化
・町税収入の確保（口座振替加入促進制度により、
　口座振替件数が623件増加。収納率3.47％伸び )
・納税推進員を設置しました。
・遊休資産の処分（元赤坂公民館跡地、元白鷹村役
　場跡地など３件、法定外公共物の処分 )
・人件費の抑制（退職勧奨５人、職員給料・手当削
　減の実施、町長20％、副町長12％、教育長12％給

　料削減を議決、19年度実施 )
・物件費、旅費、補助金、負担金の削減と新たな需
　要への対応
・病院事業、水道事業への繰出金の抑制

　公営企業等の経営健全化
・病院事業（在宅支援室の新設、電子カルテの整備
　による医療事務の効率化、給与・財務状況の公表、
　379千円の黒字により累積欠損金を0.4％削減）
・下水道事業（水洗化率78.0％、使用料収納率現年
　度99.2％、過年度47.7％）、給与・財務状況の公表）
・水道事業（収納率 現年度99.0％、過年度50.9％、
　給与・財務状況の公表）
・土地開発公社（長期保有用地ヤナ公園用地、蒔澤
　萩野線用地を処分、給与・財務状況の公表）
・第三セクター（給与・財務状況の公表）

　町民の参画機会の拡充
・移動町長室の開催（杉沢区と荒砥第一区で開催 )
・パブリックコメントの実施（生涯学習振興計画に
　ついて実施 )
・審議会委員の公募制の拡充と女性委員登用率の拡
　大（公募率21.4％、女性委員登用率31.3％）
・協働のまちづくりモデル事業（山口地区に導入）
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第３次行財政改革
２年目の成果をお知らします

　組織機構の見直し
・町民の皆さまの相談に、総合的に対応できるよう
　「地域包括支援センター」「子育て支援センター」
　を設置しました。また、事業推進のため「鮎貝ま
　ちづくり推進室」を設置しました。
・町長と副町長、副町長と管理職の間で、事業協約
　（今年度の事業目標に関する約束）を締結しまし
　た。

　職員の定員管理
・平成17年度に策定した「定員適正化計画」に基づ
　き、職員数の削減を行い、人件費を抑制しました。
　（職員数は前年度比10人減の232人）
・公用車の運行業務について、職員退職分を臨時職
　員による対応としました。

◆経費節減等の財政効果（普通会計）
区　分 計画（百万円） 実績（百万円） 達成率

歳入確保策 12 75 625.0%
歳出削減策 197 241 122.3%
合　計 209 316 151.2%

　町では平成17年度から平成21年度までを計画期間とした「第３次白鷹町行財政
改革大綱」を策定し、さまざまな取り組みを行っています。取り組み第２年目と
なる平成18年度の主な成果についてお知らせします。

　職員の資質向上
・人材育成基本方針を見直し、目指すべき職場像・
　職員像、研修に関する基本的な方針を設定しまし
　た。
・職員研修を積極的に行いました。（町独自研修８件、
　受講者数208人、派遣研修32人）

　事務事業の見直し
・平成17年度施政方針に係る事務事業66事業につい
　て評価し、結果を公表しました。
・総合計画重点プロジェクトについて、中間評価を
　実施し、結果を公表しました。
・町振興実施計画の主要事業について、事前評価を
　実施しました。
・環境マネジメント（ISO14001）について、認証取
　得２年目の定期審査と職員研修を実施しました。
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　７月20日、滝野交流館において、向井山
朋子さんのピアノコンサート「夏の旅」が
行われました。事前に採取した川の流れ、
鳥の声、枯れ草の上を歩く音など、白鷹の
「まちの音」が、向井山さんの弾くシュー
ベルトの即興曲と組み合わせられ演奏され
ました。向井山さんは「電灯に集まる虫や
近くを通る車の音までもが演奏に加わって
いた。今日来てくれた皆さんとも将来的に
協演したいという夢がある。」と話しました。

白
鷹
学
講
座
�
�
�
�

�
夏
�
旅�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
音
�

　７月15日、16日、滝野交流館を主会場に、
白鷹紅花まつりが行われました。今回は、
宣伝を兼ね山形銀行本店で紅花展を開催。
また、実際に料金を支払うという花摘み応
援隊を募集し、延べ100余人のお手伝いを
いただくなど新しい試みも行われ、昨年よ
り多い3100人ほどの来場者となりました。
萩野大日堂では、オカリナの演奏が行われ、
透き通った音色は一日中降り続いた雨と協
奏するように響きました。

黄
色
�
初
夏
�
色

第
13
回
白
鷹
紅
花
�
�
�

　７月22日、白鷹パークゴルフ場で、町長
杯親睦大会が開催されました。町内や長井
市、川西町などから97人が参加し、25組に
分かれて競技が行われました。一気にホー
ルをめがけて打ち込む人、慎重に細かくボ
ールを運ぶ人とさまざまでしたが、声を弾
ませ芝の上を歩く姿が楽しげでした。始球
式では、橋本町長が、昨年のようなホール
インワンは出なかったものの、ホール左側
に寄せるナイスショットを披露しました。

白
鷹
�
�
�
�
�
�
場
公
認
�
�
�
認
定
記
念

第
�
回
町
長
杯
親
睦
大
会

　７月７日、中央公民館において、どれど
れ元気塾が行われました。フラワー長井線
をマイレールとして守っていこうと読売新
聞が主催したものです。講師の島正範さん
は、富山県のローカル線を市民とともに再
生させた実績があります。島さんは「鉄道
はまちづくりの装置ととらえ、住民と一緒
に地域の課題を考えたことが、熱意を呼び
起こした。フラワー長井線の社会的価値を
知ることから始まります。」と話しました。
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�
�
�
元
気
塾�

山
形
鉄
道

�
�
�
�
�
�
�
�
�
長
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線

日
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献
血
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団
体
知
事
感
謝
状
受
賞

　

同
社
は
、
献
血
会
場
を
提
供
や

社
員
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
積
極

的
に
行
う
な
ど
、
会
社
一
丸
と
な

っ
て
献
血
事
業
の
推
進
運
動
に
貢

献
さ
れ
ま
し
た
。
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ー

東
中
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名「
Ｈ
Ｏ
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Ｅ
」

　

今
回
は
、
紅
花
を
テ
ー
マ
に
、

畑
で
花
摘
み
を
す
る
姿
を
表
現
し

て
く
れ
ま
し
た
。
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　７月14日、中央公民館で、町青少年育成
町民会議の総会が開催されました。総会で
は、青少年育成に功労があった菅原光一郎
さん、花柳千優良さん、白鷹剣友会、模範
的活動を行ったボランティアサークル「あ
さがお」に対し表彰状が贈られました。そ
の後、「あさがお」の発表や花柳会の舞が行
われると、参加者から大きな拍手が送られ
ました。研修会では、荘内日報社論説委員
の水戸部浩子さんの講演が行われました。

子
�
�
�
�
�
健
�
�
�
成
長
�
�
�
町
�

白
鷹
町
青
少
年
育
成
町
民
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総
会

　７月23日、深山地区の天蚕圃
ほ

場で、蚕桑
小児童が天蚕の見学を行いました。しらた
か天蚕の会が、地域の養蚕文化を子どもた
ちに伝えるとともに、天蚕の多様な活用を
行っていく取り組みの一つとして実施した
ものです。実際に学校で養蚕を育てながら
総合学習に取り組んでいる３年生の皆さん
は、初めて目にする大きくて緑色の天蚕に
驚いた様子で、飼育者のかたの話を聞き、
飼育方法などについて学びました。

緑
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輝
�
蚕

蚕
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学
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平
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４年　50 ｍ　バタフライ

1 金田日菜子 蚕桑 1'00"98

４年　50 ｍ　自由形

1 梅津　香穂 東根 42"1

2 金田日菜子 蚕桑 44"9

3 長谷部陽香 鮎貝 47"75

４年　50 ｍ　背泳ぎ

1 梅津　香穂 東根 54"6

2 長谷部陽香 鮎貝 1'06"50

3 中川　真希 蚕桑 1'09"83

４年　50 ｍ　平泳ぎ

1 齋藤　慈子 鮎貝 1'15"13

2 芳賀南都子 鮎貝 1'16"17

５年　50 ｍ　バタフライ

1 船山　千帆 蚕桑 48"3

2 梅津　　瞳 東根 1'07"17

５年　50 ｍ　自由形

1 田苗里佳子 蚕桑 41"19

2 鈴木　耶々 東根 44"52

3 大滝せりか 鮎貝 45"25

５年　50 ｍ　背泳ぎ

1 大滝せりか 鮎貝 56"51

2 渡邉　紗可 荒砥 59"86

3 渡部　千尋 蚕桑 1'03"74

５年　50 ｍ　平泳ぎ

1 今野　奏鳴 蚕桑 1'06"52

2 梅津　智佳 東根 1'14"85

５年　100 ｍ　自由形

1 田苗里佳子 蚕桑 1'36"13

2 小林　桃子 蚕桑 2'05"12

５年　100 ｍ　平泳ぎ

1 鈴木　耶々 東根 2'44"15

５年　100 ｍ　個人メドレー

1 船山　千帆 蚕桑 1'47"07

2 梅津　　瞳 東根 2'08"69

６年　50 ｍ　バタフライ

1 丸川　あすみ 蚕桑 47"97

2 中野　那菜 鮎貝 52"43

６年　50 ｍ　自由形

1 中野　那菜 鮎貝 39"23

2 高橋　彩夏 東根 39"56

3 新野　幸恵 東根 41"49

６年　50 ｍ　背泳ぎ

1 相馬　彩花 鮎貝 49"9

2 新野　幸恵 東根 54"35

3 横山　夏帆 鷹山 1'06"91

６年　50 ｍ　平泳ぎ

1 松木　雅子 荒砥 46"87

2 高橋　彩夏 東根 52"89

3 舩山さつき 荒砥 53"49

６年　100 ｍ　バタフライ

1 菅間　結衣 東根 2'03"68

６年　100 ｍ　自由形

1 菅間　結衣 東根 1'34"56

2 丸川あすみ 蚕桑 1'40"41

3 岩崎　一葉 荒砥 1'44"87

６年　100 ｍ　平泳ぎ

1 松木　雅子 荒砥 1'47"08

2 迎田　里佳 鮎貝 1'55"67

3 赤間　千春 蚕桑 2'15"29

６年　100 ｍ　個人メドレー

1 相馬　彩花 鮎貝 1'45"60

200m　メドレーリレー

1 鮎貝小 3'08"93

2 東根小 3'17"70

3 蚕桑小 3'22"50

200m　フリーリレー

1 東根小 2'41"43

2 鮎貝小 2'42"62

3 蚕桑小 2'48"53

中学校 ・男子

順位 氏名 所属 タイム

50m　バタフライ

1 澤浦　将光 東中 31"8

2 安達　信幸 東中 32"5

3 岩崎　大地 東中 40"36

50m　自由形

1 田井地　諒 東中 35"51

50m　背泳ぎ

1 梅津　哲弥 東中 37"83

2 横川　智志 東中 41"27

50m　平泳ぎ

1 菊地　政孝 東中 37"79

2 竹田衣武希 東中 41"47

3 児玉　聡太 西中 42"43

100m　バタフライ

1 安達　信幸 東中 1'12"44

100m　自由形

1 児玉真乃介 西中 1'01"50

2 澤浦　将光 東中 1'02"81

3 岩崎　大地 東中 1'12"78

100m　背泳ぎ

1 梅津　哲弥 東中 1'19"93

100m　平泳ぎ

1 菊地　政孝 東中 1'20"06

2 竹田衣武希 東中 1'26"42

3 鈴木　大成 東中 1'34"80

100 ｍ　個人メドレー

1 児玉真乃介 西中 1'11"88

200m　メドレーリレー

1 東中Ａ 東中 2'13"28

2 東中Ｂ 東中 2'34"82

200m　フリーリレー

1 東中Ａ 東中 2'02"07

2 東中Ｂ 東中 2'13"19

中学校 ・女子

順位 氏名 所属 タイム

50m　バタフライ

1 新野　舞子 東中 35"16 新

2 小関　佑佳 東中 45"6

50m　自由形

1 梅津　沙織 東中 35"18

50m　背泳ぎ

1 工藤　美紀 東中 40"19

2 新野ひとみ 東中 41"11

50m　平泳ぎ

1 岩崎　礼菜 東中 39"06 新

2 藤川　千穂 東中 47"15

100m　バタフライ

1 新野　舞子 東中 1'17"12 新

100m　自由形

1 藤川　千穂 東中 1'15"00

2 小関　佑佳 東中 1'19"14

100m　背泳ぎ

1 新野ひとみ 東中 1'28"57

100m　平泳ぎ

1 岩崎　礼菜 東中 1'24"24 新

2 梅津　沙織 東中 1'35"71

100 ｍ　個人メドレー

1 工藤　美紀 東中 1'30"73

200m　メドレーリレー

1 東　中 東中 2'29"57

200m　フリーリレー

1 東　中 東中 2'23"66

高等学校 ・男子

順位 氏名 所属 タイム

50m　バタフライ

1 梅津　陽太 長井 32"84

2 工藤　貴徳 米沢中央 33"51

50m　自由形

1 小形　峰樹 山形中央 28"35

2 大宮　勇貴 基督独立 29"15

3 工藤　貴徳 米沢中央 30"12

50m　背泳ぎ

1 工藤　貴徳 米沢中央 37"2

2 梅津　陽太 長井 40"09

50m　平泳ぎ

1 小形　峰樹 山形中央 32"56 新

2 工藤　貴徳 米沢中央 39"77

3 梅津　陽太 長井 40"88

100m　バタフライ

1 梅津　陽太 長井 1'11"17

2 工藤　貴徳 米沢中央 1'15"11

100m　自由形

1 大宮　勇貴 基督独立 1'03"46

2 工藤　貴徳 米沢中央 1'05"63

3 梅津　陽太 長井 1'06"65

100m　背泳ぎ

1 工藤　貴徳 米沢中央 1'17"70

2 梅津　陽太 長井 1'23"74

100m　平泳ぎ

1 小形　峰樹 山形中央 1'11"28 新

2 工藤　貴徳 米沢中央 1'25"78

3 梅津　陽太 長井 1'29"47

200 ｍ　個人メドレー

1 小形　峰樹 山形中央 2'24"77 新

2 工藤　貴徳 米沢中央 2'37"26

3 梅津　陽太 長井 2'45"62

高等学校 ・女子

順位 氏名 所属 タイム

50m　バタフライ

1 安達　裕美 長井 43"4

50m　自由形

1 安達　裕美 長井 34"64

50m　背泳ぎ

1 安達　裕美 長井 46"69 新

50m　平泳ぎ

1 安達　裕美 長井 52"04 新

100m　自由形

1 安達　裕美 長井 1'15"10

100m　平泳ぎ

1 安達　裕美 長井 1'48"94 新

200 ｍ　個人メドレー

1 安達　裕美 長井 3'28"17 新
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小学校 ・男子

順位 氏名 所属 タイム

３年　50 ｍ　バタフライ

1 加藤　南斗 鷹山 1'16"46

2 山田　倫生 荒砥 1'45"76

３年　50 ｍ　自由形

1 加藤　南斗 鷹山 56"72

2 佐藤　　陸 鮎貝 58"01

3 鈴木　皓大 東根 1'04"55

３年　50 ｍ　背泳ぎ

1 佐藤　　陸 鮎貝 1'03"85

2 菊地　大雅 荒砥 1'19"83

3 丸川　　瑠 鷹山 1'32"51

３年　50 ｍ　平泳ぎ

1 迎田　俊峰 東根 53"07

2 橋本　直弥 荒砥 1'05"57

3 押切　剛大 荒砥 1'08"05

４年　50 ｍ　バタフライ

1 安部　航平 荒砥 1'08"10

４年　50 ｍ　自由形

1 加藤　稜哉 蚕桑 47"22

2 青木　順一 東根 48"8

3 原田　　航 鮎貝 49"33

４年　50 ｍ　背泳ぎ

1 紺野　蒼天 東根 41"24 新

2 青木　順一 東根 52"86

3 加藤　稜哉 蚕桑 59"5

４年　50 ｍ　平泳ぎ

1 紺野　蒼天 東根 44"94 新

2 安部　航平 荒砥 1'00"27

3 小形　瞭真 東根 1'02"32

５年　50 ｍ　バタフライ

1 丸川　　琢 荒砥 51"95

2 遠藤　竜平 東根 1'12"32

3 丸川　　丞 鷹山 1'12"98

５年　50 ｍ　自由形

1 吉村　昂訓 蚕桑 40"0

2 小形　晃平 東根 43"63

3 金子　大輔 鮎貝 43"78

５年　50 ｍ　背泳ぎ

1 山本　　仰 荒砥 1'01"49

５年　50 ｍ　平泳ぎ

1 吉村　昂訓 蚕桑 50"17

2 蹄　祐太 荒砥 53"73

3 大滝　知己 荒砥 54"95

５年　100 ｍ　バタフライ

1 丸川　　琢 荒砥 2'01"37

５年　100 ｍ　自由形

1 金子　大輔 鮎貝 1'41"65

2 小形　晃平 東根 1'43"40

3 高橋　駿也 東根 1'44"27

５年　100 ｍ　平泳ぎ

1 押切　紀之 荒砥 1'58"50

2 川田　　匠 鮎貝 2'07"04

５年　100 ｍ　個人メドレー

1 押切　紀之 荒砥 1'57"70

６年　50 ｍ　バタフライ

1 長谷部　諒 蚕桑 40"27

2 板垣　稜也 蚕桑 49"11

3 小口　直人 鮎貝 49"88

６年　50 ｍ　自由形

1 長谷部　諒 蚕桑 35"01

2 奥山　貴博 荒砥 35"15

3 村上　駿斗 東根 37"78

６年　50 ｍ　背泳ぎ

1 新野　悠人 東根 40"42 新

2 丸川賢太郎 蚕桑 43"87

3 橋本　大地 荒砥 54"99

６年　50 ｍ　平泳ぎ

1 新野　悠人 東根 43"69

2 金田　　同 蚕桑 49"04

3 青木　智弥 東根 49"35

６年　100 ｍ　自由形

1 高橋　尚貴 蚕桑 1'33"96

2 安部　大寛 鷹山 1'34"76

3 高橋英一郎 東根 1'41"14

６年　100 ｍ　背泳ぎ

1 藤川　拓未 東根 1'54"41

2 紺野　　暉 鷹山 2'19"23

６年　100 ｍ　平泳ぎ

1 丸川賢太郎 蚕桑 1'33"32

2 金田　　同 蚕桑 1'46"04

3 青木　智弥 東根 1'51"08

６年　100 ｍ　個人メドレー

1 村上　駿斗 東根 1'38"78

2 鈴木　　真 蚕桑 1'49"08

3 今野　魁人 蚕桑 1'56"07

200m　メドレーリレー

1 東根小 2'41"84 新

2 蚕桑小 2'54"54

3 荒砥小 3'13"02

200m　フリーリレー

1 東根小 2'23"35 新

2 蚕桑小 2'30"44

3 荒砥小 2'50"06

小学校 ・女子

順位 氏名 所属 タイム

３年　50 ｍ　バタフライ

1 土屋　楓子 鮎貝 49"59 新

３年　50 ｍ　自由形

1 新宮　菜月 荒砥 58"43

2 梅津　希乃 荒砥 1'03"04

3 大嶋恵利歌 蚕桑 1'11"83

３年　50 ｍ　背泳ぎ

1 新宮　菜月 荒砥 1'08"01

2 長沼　花梨 荒砥 1'22"99

３年　50 ｍ　平泳ぎ

1 土屋　楓子 鮎貝 56"34

第44回白鷹町小中学校及び
　　　町民水泳大会の結果

７月26日　稲荷ヶ丘町民プール
（新は大会新記録　各種目３位まで掲載）
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「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」を
開
催

－

安
全
・
安
心
な
子
ど
も
の
居
場

所
づ
く
り
を
目
指
し
て

－

○
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
は

　

子
ど
も
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

急
激
な
少
子
化
や
核
家
族
化
、
就

労
形
態
の
多
様
化
な
ど
に
よ
り
大

き
く
変
化
し
て
お
り
、
家
庭
・
地

域
に
は
子
育
て
機
能
や
教
育
力
を

高
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
、
平

成
19
年
度
か
ら
総
合
的
な
放
課
後

対
策
事
業
と
し
て
「
放
課
後
子
ど

も
プ
ラ
ン
」
が
創
設
さ
れ
、
全
国

一
斉
に
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
の
開

設
は
、
学
校
の
授
業
が
終
わ
り
家

庭
に
帰
っ
て
も
家
族
が
い
な
い
と

い
う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
居

場
所
を
つ
く
る
と
い
う
役
割
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
違
う
学
年
の
子

ど
も
た
ち
が
一
緒
に
活
動
す
る
こ

と
を
通
し
て
、
対
人
関
係
も
築
か

れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
環
境
づ
く

り
も
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、

「
鮎
貝
地
区
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
」

「
あ
ら
と
保
育
園
学
童
ク
ラ
ブ
」

も
開
所
さ
れ
、
各
地
区
公
民
館
で

は
「
地
域
子
ど
も
教
室
」
な
ど
の

事
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

○
今
年
は
鷹
山
小
学
校
で
実
施

　

町
で
は
今
年
度
、
鷹
山
小
学
校

に
お
い
て
、
学
校
行
事
等
の
な
い

水
・
金
曜
日
の
一
斉
下
校
ま
で
の

時
間
に
「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

同
校
で
は
、
特
に
地
域
の
子
ど

も
の
数
が
少
な
い
な
か
、
学
年
の

違
う
子
ど
も
た
ち
が
共
に
活
動
し

健
や
か
に
成
長
し
て
い
く
こ
と
を

目
標
に
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
体
験

活
動
、
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
な
ど
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
７
月
４
日
の

開
校
式
後
に
は
、
フ
ル
ー
ツ
白
玉

つ
く
り
、
草
花
遊
び
、
石
ア
ー
ト
、

動
く
お
も
ち
ゃ
つ
く
り
、
笹
ゆ
べ

し
つ
く
り
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
保
護
者
や
学
校
・

地
域
の
多
く
の
か
た
が
た
か
ら
お

力
添
え
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
こ

と
に
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
今
後

も
子
ど
も
た
ち
の
健
全
育
成
の
た

め
に
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
・
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係（
☎
85

－

６
１
４
７
）

　

十
王
地
内
で
分
譲
し
て
お
り
ま

す
「
白
鷹
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
」
も
、

お
か
げ
さ
ま
で
残
り
１
区
画
と
な

り
ま
し
た
。

◇
分
譲
地
概
要

�
所
在
地
�
白
鷹
町
大
字
十
王
字

宝
前
町
三
�
�
�
�
番
地
13

�
地
目
�
宅
地

�
区
域
�
都
市
計
画
区
域
内

�
学
区
�
町
立
荒
砥
小
学
校
�
町

立
東
中
学
校

�
水
道
�
町
水
道
配
管
済
�
加
入

金
�
自
己
負
担
�

�
排
水
�
町
公
共
下
水
道
�
受
益

者
負
担
金
不
要
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
自
己

負
担
�

�
電
気
�
引
込
線
�
自
己
負
担

�
�
�
�
�
�
�
�
共
同
受
信
�

�
�
�
�
加
入
�
加
入
金
�
管
理

費
�
�
�
衛
星
放
送
�
�
�

�
交
通
�
山
形
市
�
�
車
�
25
分
�

�
�
�
40
分
�
�
�
�
�
長
井
線

荒
砥
駅
�
�
車
�
5
分

◇
区
画
の
面
積
（
価
格
）

・
�
�
�
�
12
�

�
�
�
�
万
円
�

�
土
地
開
発
公
社
所
有
�

土
地
�
販
売
�
�
�

◇
販
売
地
概
要

�
所
在
地
�
白
鷹
町
大
字
荒
砥
乙

下
横
内
�
�
�
番
地
4
�
大
天
白

83
番
地
4
�
町
道
道
目
記
貝
生
線
�

荒
砥
小
学
校
東
側
付
近
�

●
地
積
�
�
�
�
�
13
�

●
地
目
�
宅
地
�
整
地
�
必
要
�

�
�

●
区
域
�
都
市
計
画
区
域
内

●
水
道
�
町
水
道
未
配
管
�
加
入

金
�
配
管
工
事
費
�
自
己
負
担
�

●
排
水
�
町
公
共
下
水
道
�
受
益

者
負
担
金
�
自
己
負
担
�

●
販
売
価
格
�

�
�
�
万
�
�
�
�
円

�
詳
�
�
�
�
�
問
�
合
�
�
�

�
�
�
�

●
い
ず
れ
の
土
地
も
、
先
着
順
で

す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
は
、
白
鷹
町
土

地
開
発
公
社
（
総
務
政
策
課
内
）

ま
で
（
☎
85

－

６
１
２
３
）

白
鷹
�
�
�
�
�
�

残
り
１
区
画
！
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“元気ニコニコしらたか21”を町民と行政が協働で推進しています！（元気ニコニコ推進会議）

元気ニコニコ

しらたか21

元気ニコニコ

しらたか21
白鷹町健康増進計画

元気な60代
　町の健康増進計画「元気ニコニコしらたか21」では、すてきに年を重
ねるために「充実した元気な暮らし・楽しみや生きがいのある暮らし」
を目指しています。そのためには、
　　◎好きなことを楽しむことができる
　　◎仲間と交流し楽しく過ごす
　　◎役割を持ち、地域の人と交流している
ということが大切です。
　これを受けて、元気な60代を過ごすための健康教室を開催し、高齢期
の健康づくりを支援しています。

健康のひろば

介
護
予
防
と
健
康
寿
命
延
伸
！�

�

社
会
�
変
化
�
医
療
�
向
上
�
豊
�
�
食
生
活
�
労

働
環
境
�
変
化
�
健
康
�
�
�
�
推
進
�
�
�
�
�
�
�

日
本
�
世
界
一
�
長
寿
国
�
�
�
�
�
�
�
長
寿
�
人

間
�
夢
�
�
�
�
�
�
�
喜
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
喜
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
現
象
�
起
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
寝
�
�
�
�
�
�
要
介
護
者

�
増
加
�
�
介
護
負
担
�
増
大
�
社
会
問
題
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
介
護
期
間
�
短
�
�
�
�
�
�
�
高

齢
者
自
身
�
�
自
分
�
自
分
�
�
�
暮
�
�
�
期
間
�

健
康
寿
命
�
�
伸
�
�
�
�
�
�
�
�
幸
福
感
�
増
�

�
�
�
�
�
�
�
�

目
指
せ
！
介
護
予
防
・
健
康
寿
命
延
伸

�

白
鷹
町
健
康
増
進
計
画

�
元
気
�
�
�
�
�
�
�

�
21
�
�
目
指
�
元
気
�

高
齢
者
�
暮
�
�
�
�
趣

味
�
�
�
�
�
�
�
�
仕

事
�
�
�
�
�
�
�
暮
�

�
生
活
�
�
�
�
�
�
暮

�
�
�
�
�
介
護
予
防
�

�
�
�
健
康
寿
命
延
伸
�

�
�
�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�
�
積
極

的
�
社
会
参
加
�
�
楽
�
�
健
康
�
�
�
�
継
続
�
�

�
�
�
重
要
�
�
�
各
地
区
�
開
催
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
等
�
運
動
�
趣
味
�
�
�
�
�
�
�
�
�
楽
�
�

心
身
�
健
康
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
！

元
気
に
こ
に
こ
60
代
！
�

　

今
、
話
題
に
な
っ
て
い
る
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
は

高
齢
者
だ
け
の
病
気
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
20
代
、
30
代
の
働
き
盛
り

世
代
か
ら
予
備
群
の
人
た
ち
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
危
険
因
子
（
肥

満
、高
血
圧
、高
脂
血
、高
血
糖
）

が
少
な
い
と
き
は
、
自
覚
症
状
が

現
れ
に
く
い
の
で
、
気
づ
い
て
い

な
い
人
が
多
い
の
で
す
。
と
こ
ろ

が
年
を
重
ね
る
ご
と
に
、
危
険
因

子
が
蓄
積
す
る
と
脳
卒
中
や
心
筋

梗こ
う
そ
く塞
、
糖
尿
病
な
ど
を
発
症
し
や

す
く
、
一
般
的
に
60
代
こ
ろ
か
ら

発
症
率
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

働
き
盛
り
か
ら
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
を
予
防
し
、

元
気
に
60
代
を
迎
え
、
元
気
に
60

代
を
過
ご
し
、
健
康
寿
命
（
介
護

を
受
け
ず
、
自
分
で
自
分
ら
し
く

生
活
で
き
る
寿
命
）
を
延
伸
し
ま

し
ょ
う
。

　

町
は
「
元
気
な
60
代
」
を
支
援

す
る
た
め
に
、「
元
気
ニ
コ
ニ
コ
推

進
会
議
」
と
「
地
区
公
民
館
」
と

協
働
で
、「
元
気
な
60
代
を
過
ご
す

た
め
の
健
康
教
室
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
平
成
18
年
度
は
荒
砥
地

区
公
民
館
、
平
成
19
年
度
は
鮎
貝

地
区
公
民
館
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

☆
平
成
19
年
度
�
元
気
な
60
代

を
過
ご
す
た
め
の
健
康
教
室
�

第
１
回　

開
講
式
、
講
演
「
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
予
防
」

第
２
回
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
講
習
会

〜
歴
史
マ
ッ
プ
で
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
」

第
３
回
「
メ
タ
ボ
予
防
の
食
事
に

つ
い
て
」

第
４
回
「
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
」

第
５
回
「
し
ら
た
か
の
文
化
を
楽

し
も
う
」

第
６
回　

閉
講
式
、
記
念
講
演

　

「
健
康
づ
く
り
は
み
ん
な
で
楽

し
く
！
」
を
合
言
葉
に
和
気
あ
い

あ
い
と
楽
し
く
教
室
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

詳
し
く
は
鮎
貝
地
区
公
民
館
、

健
康
福
祉
課
健
康
推
進
係
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「緑の中を歩くと気持ちいい！」「一人では歩
けないけど、みんなと一緒だと楽しい！」「こ
んな所に？」などのミニ感動がたくさん。ウ
オーキングはいいもんですよ！
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催　し

元
気
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

▼
い
つ　

８
月
26
日
（
日
）
午
前

６
時
〜
８
時
（
午
前
５
時
45
分
集

合
）

▼
集
合
場
所　

荒
砥
駅
前
広
場

▼
コ
ー
ス　

荒
砥
・
鮎
貝
周
遊
フ

ッ
ト
パ
ス
コ
ー
ス
（
荒
砥
駅
〜
黒

滝
橋
〜
荒
砥
橋
〜
荒
砥
駅
）

▼
内
容　

早
朝
の
澄
ん
だ
空
気
を

胸
い
っ
ぱ
い
吸
い
込
み
、
最
上
川

の
川
面
を
眺
め
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

歩
き
ま
す
。

＊
申
し
込
み
は
不
要
。
当
日
お
集

　

ま
り
く
だ
さ
い
。

▼
次
回
開
催
の
日
程
は
、
お
し
ら

せ
版
８
月
22
日
号
で
連
絡
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

元
気
ニ
コ
ニ
コ

推
進
会
議
事
務
局
（
健
康
福
祉
課

　

健
康
推
進
係
・
☎
86

－

０
２
１

０
）

�
�
�
�
保
育
園
�
�
�
�
�

�
�
�

　

保
護
者
会
主
催
の
夏
の
お
祭
り

で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
25
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜

▼
ど
こ
で　

ハ
ー
モ
ニ
ー
プ
ラ
ザ

駐
車
場
（
雨
天
時
は
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
）

▼
内
容
・
時
間

①
ス
ポ
ー
ツ
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ

　

ョ
ン
（
午
前
９
時
30
分
〜
午
前

　

10
時
）

②
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
30
ブ
ー
ス

　

（
午
前
10
時
〜
昼
12
時
）

③
売
店
（
午
前
10
時
〜
昼
12
時
）

＊
売
り
切
れ
次
第
終
了
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

あ
ゆ
か
い
保
育

園
（
☎
85

－

２
３
６
９
）

商
工
会
建
工
部
会
住
宅
相
談
会

　

あ
ゆ
ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
住

宅
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
住
宅

の
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て

関
心
の
あ
る
か
た
、
現
在
お
住
ま

い
に
な
っ
て
い
る
住
宅
で
の
お
困

り
の
こ
と
、
ど
こ
に
相
談
し
た
ら

い
い
か
わ
か
ら
な
い
問
題
な
ど
、

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
地
元

の
大
工
さ
ん
、
職
人
さ
ん
が
親
切

に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
い
つ　

９
月
23
日
（
日
）
〜
24

日
（
月
）
午
前
10
時
30
分
〜
午
後

３
時

▼
ど
こ
で　

ヤ
ナ
公
園
特
設
会
場

■
問
い
合
わ
せ　

白
鷹
町
商
工
会

建
工
部
会
（
☎
86

－

０
０
５
５
）

認
知
症
予
防
�
�
�
�

▼
い
つ　

９
月
14
日
（
金
）
午
後

１
時
30
分
〜
４
時
30
分

▼
ど
こ
で　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
大
会
議
室
（
山
形
市
）

▼
定
員　

４
０
０
人
（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

▼
費
用　

無
料

▼
内
容

①
特
別
講
演（
午
後
１
時
40
分
〜
）

・
講
師　

山
口
晴
保
さ
ん
（
群
馬

　

大
学
医
学
部
教
授
）

・
演
題
「
認
知
症
の
正
し
い
理
解

　

と
認
知
症
を
予
防
す
る
ラ
イ
フ

　

ス
タ
イ
ル
」

②
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

（
午
後
３
時
15
分
〜
）

・
テ
ー
マ
「
認
知
症
を
学
び
地
域

白
鷹
学
企
画
委
員
会
�
�
会
�
中

央
公
民
館
共
催
�
季
節
�
歌
�
�
�

参
加
者
募
集

　

白
鷹
学
講
座
で
出
会
っ
た
小
松

伸
子
先
生
を
お
迎
え
し
て
「
季
節

を
歌
お
う
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
が
小
さ
い
こ
ろ
歌

っ
た
歌
を
歌
い
た
い
、
次
世
代
に

伝
え
た
い
、
仲
間
を
つ
く
り
た
い

と
の
思
い
か
ら
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
松
先
生
の
テ
ン
ポ
の
良
い
ご

指
導
の
も
と
、
み
ん
な
に
親
し
ま

れ
て
い
る
な
つ
か
し
い
季
節
の
歌

を
歌
い
な
が
ら
、
心
地
よ
い
ひ
と

と
き
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

９
月
７
日
（
金
）
と
11

月
29
日
（
木
）
午
後
７
時
30
分
〜

９
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▼
参
加
料　

一
回
１
０
０
０
円

（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
）

＊
お
茶
と
お
菓
子
を
用
意
し
ま
す
。

▼
対
象　

お
お
む
ね
30
〜
40
代
の

か
た
（
先
着
30
人
）

▼
講
師　

小
松
伸
子
さ
ん
（
長
井

市
）

▼
服
装　

少
し
身
体
を
動
か
し
ま

す
の
で
、
動
き
や
す
い
服
装
で
お

出
で
く
だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り　

８
月
末
日

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

中
央
公

民
館
庶
務
係（
☎
85

－

６
１
４
３
）

募　集

�
平
成
19
年
新
潟
県
中
越
沖
地
震

義
援
金
�
�
�
協
力
�
�
�
�

　

日
本
赤
十
字
社
で
は
、
平
成
19

年
新
潟
県
中
越
沖
地
震
に
伴
う
義

援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆

さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

※
災
害
義
援
金
は
、
税
制
上
の
優

遇
措
置
（
所
得
税
・
住
民
税
の
寄

付
金
控
除
、
法
人
税
の
全
額
損
金

算
入
）
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間　

平
成
20
年
１
月
16

日
（
水
）
ま
で

▼
受
付
場
所　

日
赤
白
鷹
町
分
区

（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

■
問
い
合
わ
せ　

事
務
局
（
健
康

福
祉
課　

福
祉
係　

☎
86

－

０
１

１
１
）

　

で
支
え
よ
う
」

・
講
師　

高
橋
明
美
さ
ん

＊
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

山
形
県

長
寿
社
会
課　

介
護
･
予
防
支
援

室
（
☎
０
２
３

－

６
３
０

－

２
１

８
９
）
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�
農
家
民
宿
開
業
�
向
�
�
�

勉
強
会
�
参
加
者
募
集

　

町
で
は
農
家
民
宿
の
開
業
を
応

援
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
各
地
の
状

況
や
開
業
ま
で
の
手
続
き
、
規
制

緩
和
な
ど
の
状
況
を
学
び
、
開
業

に
向
け
た
勉
強
会
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
い
つ　

８
月
29
日
（
水
）
午
後

２
時
〜
４
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
１
階

「
憩
の
間
」

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

産
業
振

興
課　

産
業
企
画
担
当
（
☎
85

－

６
１
２
６
）

�
月
�
�
�
�
�
講
習
会

▼
講
習
期
日　

８
月
21
日
（
火
）、

23
日
（
木
）、25
日
（
土
）

▼
時
間　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分

▼
ど
こ
で　

白
鷹
町
総
合
情
報
セ

ン
タ
ー

▼
テ
ー
マ　

よ
く
わ
か
る
パ
ソ
コ

ン
入
門

▼
内
容　

パ
ソ
コ
ン
を
初
め
て
使

う
か
た
を
対
象
に
、
マ
ウ
ス
や
キ

ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
、
文
字
入
力
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
を
学
び
ま

す
。
パ
ソ
コ
ン
に
親
し
み
、
パ
ソ

コ
ン
を
活
用
す
る
第
一
歩
で
す
。

▼
テ
キ
ス
ト
代　

１
０
５
０
円

▼
受
講
料　

無
料

※
受
講
途
中
、
退
席
さ
れ
て
も
テ

キ
ス
ト
代
は
返
金
で
き
ま
せ
ん
の

で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
無
料
開
放
の
日
】

　

講
習
会
な
ど
の
利
用
が
な
い
日

は
、
情
報
セ
ン
タ
ー
の
講
習
会
場

を
無
料
開
放
し
ま
す
。
土
日
祝
日

を
除
く
午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で
、

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

パ
ワ
ー

セ
ン
タ
ー
（
☎
86

－

０
０
０
１
ま

た
は
☎
86

－

０
１
５
１
）

置
賜
総
合
支
庁
職
員
出
前
講
座

�
県
政
�
�
�

　

ご
注
文
い
た
だ
き
ま
す
と
、
職

員
が
皆
さ
ん
の
集
会
や
学
習
会
に

伺
い
ま
す
。

▼
テ
ー
マ　

く
ら
し
や
健
康
、
環

境
問
題
、
置
賜
の
郷
土
料
理
づ
く

り
、
県
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で

い
る
各
種
施
策
な
ど

▼
説
明
者　

担
当
課
の
職
員

▼
費
用　

職
員
の
派
遣
費
用
は
無

料
（
原
材
料
費
や
資
料
代
、
会
場

使
用
料
等
は
申
込
団
体
の
負
担
）

▼
所
要
時
間　

１
時
間
〜
１
時
間

30
分
程
度

▼
対
象　

地
域
の
皆
さ
ん
が
参
加

す
る
集
会
（
学
校
や
自
治
会
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
等
地
域
の
各
種
団
体
）

＊
た
だ
し
、
営
利
目
的
や
政
治
・

　

宗
教
に
関
す
る
集
会
な
ど
は
対

　

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
申
込
方
法　

総
務
課
ま
た
は
担

当
課
に
希
望
日
の
３
週
間
前
ま
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

置
賜
総
合
支
庁

　

総
務
課
（
☎
０
２
３
８

－

26

－

６
０
０
３
）

平
成
20
年
度
日
本
赤
十
字
社

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種　

一
般
事
務

▼
募
集
人
員　

若
干
名

▼
応
募
資
格

　

次
の
両
方
に
該
当
す
る
か
た

①
昭
和
57
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

60
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
、
４
年

制
大
学
学
部
を
卒
業
さ
れ
た
か
た
、

ま
た
は
昭
和
60
年
４
月
２
日
以
降

生
ま
れ
で
平
成
20
年
３
月
に
４
年

制
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
か
た

②
第
一
種
普
通
自
動
車
免
許
取
得
、

ま
た
は
平
成
20
年
３
月
ま
で
取
得

見
込
み
の
か
た

▼
採
用
期
日　

平
成
20
年
４
月
１
日

▼
締
め
切
り　

８
月
31
日
（
金
）

※
応
募
方
法
、
採
用
試
験
の
日
時

・
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
日
本

赤
十
字
社
山
形
県
支
部
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

日
本
赤
十
字
社

山
形
県
支
部　

総
務
課
（
☎
０
２

３

－

６
４
１

－

１
３
５
３
）

消
防
設
備
士
講
習

▼
受
講
対
象
者

・
平
成
17
年
度
に
消
防
設
備
士
免

　

状
の
交
付
を
受
け
た
か
た

・
平
成
14
年
度
に
消
防
設
備
士
講

　

習
を
受
講
し
た
か
た

・
そ
の
他
の
未
受
講
者

▼
講
習
期
日
と
開
催
地

◇
消
火
設
備
講
習　

　

10
月
16
日
（
火
）

　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

◇
警
報
設
備
講
習

　

10
月
17
日
（
水
）

　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

◇
避
難
設
備
・
消
火
器
講
習　

　

10
月
18
日
（
木
）

　

山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ

▼
申
込
方
法　

受
講
申
請
書
を
県

消
防
設
備
保
守
協
会
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間　

８
月
20
日
（
月
）

〜
31
日
（
金
）

＊
申
請
書
は
、
西
置
賜
行
政
組
合

　

消
防
本
部
・
消
防
署
、
各
消
防

　

分
署
に
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

山
形
県
消
防
設

備
保
守
協
会
（
☎
０
２
３

－

６
２

９

－

８
４
７
７
）

西
置
賜
行
政
組
合
情
報
公
開
�
個
人

情
報
保
護
審
査
会
�
委
員
�
募
集

　

西
置
賜
行
政
組
合
情
報
公
開
条

例
と
個
人
情
報
保
護
条
例
が
10
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。
地
域

の
皆
さ
ん
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

審
査
会
の
委
員
を
公
募
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

１
人

▼
応
募
資
格　

応
募
時
点
で
長
井

市
西
置
賜
地
区
内
に
住
所
を
有
す

る
満
20
歳
以
上
の
か
た

▼
任
期　

平
成
19
年
10
月
１
日
〜

平
成
21
年
９
月
30
日

▼
応
募
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
事
務
局

に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
く
か
、
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
申
込
用
紙
は
、
養
護
老
人
ホ
ー

　

ム
お
い
た
ま
荘
、
消
防
本
部
消

　

防
署
、
消
防
署
各
分
署
に
あ
り

　

ま
す
。

▼
応
募
期
限　

８
月
28
日
（
火
）

▼
選
考
方
法　

書
類
審
査

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ　

西
置
賜

行
政
組
合
事
務
局
（
☎
88

－

４
３

３
６
）

防
衛
省
学
生
�
自
衛
官
採
用

説
明
会

▼
対
象　

大
学
・
各
種
専
門
学
校

・
高
校
・
中
学
校
を
来
春
卒
業
す

る
予
定
者
、
一
般
の
か
た
で
興
味

の
あ
る
か
た

▼
採
用
種
目（
す
べ
て
男
女
と
も
）

①
防
衛
省
学
生
コ
ー
ス　

防
衛
大

学
校
、
防
衛
医
科
大
学
校
、
看
護

●
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修　

�
�
��

�
月
27
日
�
月
�
午
後
�
時
30
分
�
�
時
30
分�

�
�
�
��

県
立
農
業
大
学
校
�
新
庄
市
�
�
�
�
��

有
機
農
業
�
基
礎
�
実
践

�
募
集
人
数�

先
着
50
人�

�
受
講
料�

無
料�

�
申
込
期
限�

�
月
21
日
�
火
�
�
申
込
�
問
�
合
�
��

県
立
農
業
大
学
校
研
修
部
�
☎
�
�
�
�
�
�
�
�

�

22

�

�
�
�
�
�
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おしらせ

学
生
、
航
空
学
生
、
自
衛
隊
生
徒

②
防
衛
省
自
衛
官
コ
ー
ス　

一
般

曹
候
補
生
、
二
等
陸
・
海
・
空
士

▼
受
験
受
付　

随
時
受
付
中

【
採
用
説
明
会
】

▼
い
つ　

８
月
18
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
昼
12
時

▼
ど
こ
で　

中
央
公
民
館
第
１
・

２
研
修
室

▼
内
容　

各
コ
ー
ス
の
制
度
説
明
、

陸
・
海
・
空
自
衛
隊
の
職
種
説
明
、

試
験
対
策
な
ど

■
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
米
沢
地

域
事
務
所
（
☎
０
２
３
８

－

23

－

０
０
１
１
）

明
�
�
�
�
�
�

夏
�
安
全
県
民
運
動
実
施
中

▼
期
間　

８
月
19
日
（
日
）
ま
で

▼
運
動
の
重
点

◎
青
少
年
の
健
全
育
成
と
非
行
防
止

◎
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

　

防
止
の
飲
酒
運
転
追
放

◎
海
・
山
・
川
で
の
事
故
防
止

◎
街
頭
犯
罪
等
の
防
止

■
問
い
合
わ
せ　

総
務
政
策
課　

生
活
安
全
係（
☎
85

－
６
１
２
２
）

第
21
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
結
果

　

７
月
29
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
参

議
院
議
員
通
常
選
挙
の
投
票
結
果

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
白
鷹
町
の
投
票
率

※
投
票
率
（
％
）
＝
投
票
者
数
／

当
日
有
権
者
数
×
１
０
０

　

白
鷹
町
内
に
お
け
る
参
議
院
議

員
選
挙
の
投
票
率
（
県
選
出
議
員

選
挙
）
は
74
・
41
％
（
男
75
・
57

％
、
女
73
・
33
％
）
で
、
平
成
16

年
７
月
11
日
行
わ
れ
た
前
回
の
参

議
院
議
員
選
挙
（
70
・
58
％
）
に

比
べ
、
３
・
83
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し

ま
し
た
。

　

山
形
県
全
体
で

の
投
票
率
は
67
・

29
％
（
男
68
・
72

％
、
女
65
・
99
％
）

で
、
前
回
よ
り
も

５
・
54
ポ
イ
ン
ト

上
昇
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
内
35

市
町
村
の
う
ち
、

白
鷹
町
の
投
票
率

は
高
い
方
か
ら
13

番
目
の
順
位
と
な

り
ま
し
た
。

7 月 29 日　参議院議員通常選挙
県選出議員選挙投票率（％）

地域名 男 女 計

東 高 玉 75.19 69.15 72.08

西 高 玉 78.64 70.42 74.46

西 横 田 尻 73.96 76.19 75.13

東 横 田 尻 80.51 84.77 82.67

山 口 73.40 70.53 71.98

鮎 貝 72.48 73.79 73.17

鮎 貝 71.33 68.20 69.69

高 岡 76.71 71.92 74.32

深 山 83.74 80.29 81.92

黒 鴨 83.78 87.50 85.51

荒 砥 市 街 部 70.53 67.86 69.10

貝 生 ・ 海 生 76.05 75.79 75.91

菖 蒲 85.71 84.54 85.13

下山･佐野原・大瀬 79.62 72.22 75.67

十 王 76.95 71.75 74.27

滝 野 81.71 80.24 80.97

萩 野 81.20 78.24 79.70

中 山 74.73 75.94 75.34

針 生 95.83 85.00 90.91

浅 立 75.85 71.07 73.34

広 野 82.41 76.62 79.50

小 山 沢 73.61 78.91 76.29

町 下 76.38 77.50 76.95

杉 沢 80.21 79.41 79.80

計 75.57 73.33 74.41

◆
投
票
区
別
投
票
率

　

本
町
で
は
現
在
、
町
内
24
の
投

票
区
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
各

投
票
区
に
お
け
る
参
議
院
議
員
選

挙
（
県
選
出
議
員
選
挙
）
の
投
票

率
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。
投
票

率
は
選
挙
に
対
す
る
関
心
度
を
表

わ
す
一
つ
の
目
安
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
地
域
み
ん
な
で
呼
び
か
け

て
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

◆
期
日
前
投
票
の
状
況

　

本
町
で
は
、
期
日
前
投
票
所
で

投
票
さ
れ
た
か
た
が
１
２
８
４
人

で
、
前
回
の
参
議
院
議
員
選
挙
の

７
０
７
人
と
比
較
す
る
と
１
・
82

倍
ま
で
利
用
者
が
増
加
し
ま
し
た
。

期
日
前
投
票
は
制
度
施
行
か
ら
３

年
が
経
過
し
、
制
度
の
便
利
さ
な

ど
が
認
知
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
あ

り
、
利
用
者
の
増
加
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。

◆
開
票
事
務
の
効
率
化

　

開
票
事
務
従
事
者
の
ス
リ
ッ
パ

履
き
の
廃
止
な
ど
の
開
票
事
務
の

見
直
し
を
行
っ
た
結
果
、
前
回
の

参
議
院
議
員
選
挙
と
比
較
し
て
開

票
時
間
（
比
例
代
表
選
出
議
員
選

挙
を
含
む
全
体
の
開
票
時
間
）
を

23
分
短
縮
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

荒
砥
駅
前
交
流
施
設
資
料
館

展
示
品
�
模
様
替
�
�
�
�
�
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佳
作　

盃
さ
か
ず
きに

記
念
の
証
染
め
て
あ
る　
　
　
　
　
　

高　

玉　

片
山　

時
美

〃　
　

春
い
ぶ
き
こ
ぶ
し
記
念
樹
田
植
え
急せ

く　
　

横
田
尻　

金
田　

れ
ん

〃　
　

記
念
碑
の
先
祖
に
恥
じ
ぬ
道
歩
む　
　
　
　

鮎　

貝　

土
屋　

文
香

〃　
　

鍬く
わ

入
れ
る
記
念
植
樹
に
込
め
る
愛　
　
　
　

高　

岡　

安
部　

柳
子

〃　
　

子
が
趣
味
の
記
念
切
手
を
荷
に
は
さ
む　
　

十　

王　

志
鎌
は
る
ゑ

〃　
　

廃
校
に
記
念
樹
今
も
逞
し
く　
　
　
　
　
　

鮎　

貝　

植
木　

英
夫

〃　
　

記
念
碑
の
中
で
孤
独
が
呼
ん
で
い
る　
　
　

荒
砥
乙　

土
谷　

灯
一

〃　
　

記
念
樹
の
風
雪
に
耐
え
幹
太
く　
　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

と
も

〃　
　

米
寿
祝
う
孫
曾
孫
や
し
ゃ
ご
揃そ
ろ

い
ぶ
み　
　

細　

野　

安
達　

昭
吾

〃　
　

記
念
樹
も
こ
こ
ま
で
育
ち
花
が
咲
き　
　
　

荒
砥
甲　

丸
山　

正
志

　
　
　

入
学
の
記
念
樹
今
は
大
木
に　
　
　
　
　
　

世
田
谷　

遠
藤　

八
重

〃　
　

幾
山
河
越
え
て
記
念
の
喜
寿
傘
寿　
　
　
　

畔　

藤　

梅
津　

い
と

秀
逸　

記
念
日
に
そ
っ
と
差
し
出
す
愛
の
箱　
　
　

高　

玉　

高
橋　

朝
子

〃　
　

減
反
で
開
田
記
念
や
ぶ
の
中　
　
　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
達
夫

〃　
　

笛
吹
け
ど
踊
ら
ず
記
念
日
遠
く
な
り　
　
　

畔　

藤　

川
井　

千
代

〃　
　

記
念
日
も
幾
つ
越
え
た
か
共
白
髪　
　
　
　

高　

岡　

長
岡
み
ち
子

〃　
　

目
も
耳
も
遠
く
記
念
日
薄
く
な
り　
　
　
　

十　

王　

鈴
木　

し
げ

〃　
　

英
霊
の
生
涯
を
見
た
記
念
館　
　
　
　
　
　

浅　

立　

梅
津
た
つ
ゑ

〃　
　

敗
戦
の
記
念
日
だ
け
は
忘
れ
な
い　
　
　
　

滝　

野　

海
老
名
き
ち

〃　
　

記
念
樹
に
我
が
子
重
ね
て
見
る
未
来　
　
　

荒
砥
甲　

横
山　

陽
子

〃　
　

実
た
わ
わ
子
の
記
念
樹
に
幸
祈
る　
　
　
　

荒
砥
甲　

井
澤
芙
佐
子

〃　
　

志
望
校
記
念
に
写
す
晴
れ
姿　
　
　
　
　
　

佐
野
原　

五
十
嵐
あ
き
よ

五
客　

記
念
日
だ
ろ
寡
黙
な
息
子
そ
っ
と
出
す　
　

山　

口　

渡
部
喜
美
子

〃　
　

廃
校
の
記
念
樹
枯
れ
葉
舞
い
落
ち
る　
　
　

荒
砥
乙　

大
滝　

栄
子

〃　
　

記
念
樹
も
伸
び
て
家
族
の
輪
が
温ぬ
く

い　
　
　

山　

口　

児
玉　

保
子

〃　
　

ど
の
顔
も
み
ん
な
記
念
に
な
る
写
真　
　
　

畔　

藤　

堀
内　

芳
夫

〃　
　

天
皇
の
植
樹
絵
に
な
る
風
に
な
る　
　
　
　

貝　

生　

保
科　
　

努

人
位　

幻
の
出
会
い
二
人
の
記
念
の
日　
　
　
　
　

浅　

立　

小
形　

義
三

地
位　

記
念
樹
の
秘
め
た
ロ
マ
ン
を
風
に
聞
く　
　

浅　

立　

高
橋　

と
み

天
位　

過
疎
に
建
つ
百
の
名
刻
む
開
拓
碑　
　
　
　

高　

岡　

須
貝　

仲
次

　

軸　

人
間
で
生
き
る
記
念
の
反
戦
歌　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
兎

次
回
「
雨
」
八
月
末
ま
で　

「
愛
」
九
月
末
ま
で

は
が
き
に
三
句　
　

白
鷹
町
荒
砥
乙
四
二
八―

二　
　

高
橋　

白
兎　

宛

�
町
報
川
柳
�　 

　

記
念　
　
　
　

高
橋　

白
兎　

選

ザリガニ　４歳児

ある日、部屋のザリガニが脱皮をし

ていました。

Ａ男「みてみて !! 服脱いっだ」
Ｂ男「脱いだ服、プカプカだ！」
Ｃ子「でも、新しい洋服着ったよは。」
保育士「本当だ、同じ洋服だね。」
Ｂ男「どっから買ってきたんだべ！」
Ｃ子「早く買ってきたんだね」

　

「
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
」

副
代
表
理
事
で
、
神
奈
川
・
川
崎

幸
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
杉
山
孝
博

さ
ん
の
「
上
手
な
介
護
の
12
カ
条
」

を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

第
６
条「
囲
う
よ
り
開
け
る
が
勝
ち
」
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嫁
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家
族
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集
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発
言
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�
内
容
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認
知
症
�
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�
社
会
的
�
理

解
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不
十
分
�
現
在
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同
�
様
�

悩
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�
抱
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�
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介
護
者
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少
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人
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�
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会
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�
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�
�
�
真
�
福
祉
社
会

�
築
�
上
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
閉
�
�
�
�
�
�
�
開
�
�

�
�
�
勝
�
�
�
�
�
�
�
言
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
地
域
包

括
支
援
�
�
�
�
�
�
気
軽
�
�

相
談
�
�
�
�
�

よつば保育園

外国の名前をどれだけ知っているか
競争していたときのこと。
Ａ男「アメリカ、アフリカ、ドイツ、
　　インド、イギリス、んーとー…」
考え込んでいるので、
保育士「あと、わかんない？降参かな」
Ａ男「あ、わかった。し・も・や・ま！」
他の子「え一、しもやまー。ちがう
　　ベー」
大爆笑でした。

外　国　５歳児
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広
報
し
ら
た
か
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
�

　 お く や み　　

こんにちは赤ちゃん

 住所 父母の名 子の名

荒砥乙 佐竹 仁　一 和
かず

　也
や

てるみ

中　山 髙田 浩由基 一
かず

　帆
ほ

未佳代

横田尻 新野 豊 美
み

　生
う

麻　希

鮎　貝 塚田 豪 昊
てん

　獅
し

多喜子

十　王 紺野 真　史 天
あ

　怜
れん

さち子

鮎　貝 川田 弘　次 大
ひろ

　夢
む

カワダ  ジェニー  タウリ

高　岡 樋口 俊　夫 天
てん

　夏
か

まゆみ

ご結婚おめでとう

　　氏　　　名　　　  住所

（打　田　　守　　　高　岡
今　井　麻　美　　山形市

（橋　本　喜　和　　鮎　貝
髙　橋　洋　子　　長井市

（竹　田　良　則　　佐野原
佐　藤　友　香　　上山市

（長　尾　　学　　　秋田県
菊　地　亜希子　　滝　野

（新　野　直　樹　　広　野
小　林　真紀子　　横田尻

　

白
鷹
町
は
日
本
で
も
有
数
の
ホ
ッ

プ
生
産
地
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
知

で
す
か
？

　

７
月
に
発
売
に
な
っ
た
ニ
ッ
ポ
ン

・
プ
レ
ミ
ア
ム
は
、
白
鷹
産
ホ
ッ
プ

を
は
じ
め
東
北
産
ホ
ッ
プ
、
関
東
・

九
州
の
大
麦
な
ど
、
原
料
を
国
産
に

こ
だ
わ
っ
た
特
別
な
ビ
ー
ル
で
す
。

こ
の
ビ
ー
ル
を
き
っ
か
け
に
町
民
の

皆
さ
ま
に
白
鷹
の
誇
る
ホ
ッ
プ
を
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
、
ホ
ッ
プ
の

多
様
な
可
能
性
や
地
産
地
消
、
グ
リ

ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
展
開
に
つ

い
て
、
深
山
地
区
ホ
ッ
プ
畑
を
会
場

に
対
談
を
行
い
ま
し
た
。

〈
ホ
ッ
プ
サ
ミ
ッ
ト
〉

　

香
り
と
苦
味
の
強
い
「
一
番
搾
り
」

の
発
売
を
き
っ
か
け
に
、
ホ
ッ
プ
の

生
産
地
（
遠
野
市
・
横
手
市
・
大
館

市
・
白
鷹
町
な
ど
）
で
毎
年
ホ
ッ
プ

サ
ミ
ッ
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
昨

年
度
は
白
鷹
町
で
開
催
さ
れ
、
ホ
ッ

プ
産
業
の
振
興
や
多
様
な
利
用
法
・

効
能
な
ど
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

〈
白
鷹
産
ホ
ッ
プ
の
特
徴
〉

　

白
鷹
産
ホ
ッ
プ
は
苦
味
成
分
の
ア

ル
フ
ァ
酸
値
の
高
い
品

質
・
収
量
と
も
に
県
内

一
の
生
産
地
。
ホ
ッ
プ

は
生
産
地
に
よ
っ
て
香

り
や
苦
味
が
異
な
り
、

白
鷹
の
地
が
生
産
に
適

し
て
い
る
証
拠
で
す
。

〈
生
産
に
つ
い
て
〉

　

ホ
ッ
プ
の
生
産
は
約
50
年
前
か
ら

行
っ
て
い
て
、
最
盛
期
は
町
で
３
０

 住所　　  氏　　名  　年齢
鮎　貝　今　　　　正　　75
荒砥乙　小　林　　勉　　44
鮎　貝　横　澤　　　夫　56
横田尻　　　張　忠　太　83
深　山　樋　口　作　次　99
荒砥甲　青　木　ち　よ　85
横田尻　新　野　の　ゑ　84
畔　藤　田　中　金　市　87
畔　藤　安　達　善　司　82
荒砥甲　梅　津　セ　ツ　99
荒砥甲　守　谷　た　い　88
十　王　奥　山　久　男　73
鮎　貝　赤　間　政　吉　76
畔　藤　新　野　つ　た　76
横田尻　小　林　　　男　94
荒砥甲　須　貝　助　次　90

●7月1日 ▼7月31日

�
�
�
�
�
�
的
�
�
矢

口
塾
�
�
�
鈴
木
味
噌
店

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

指
導
�
�
�
�
�
�
�
�
参
加
者
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
聞
�
�
�
愛

情
込
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
言
�

閉
塾
後
�
話
�
�
�
�
�
店
主
�
徳
則

�
�
�
�
一
年
�
通
�
�
気
候
�
�
�

�
�
�
成
長
�
左
右
�
�
�
�
一
�
�

�
�
同
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

難
�
�
�
�
�
�
�
笑
顔
�
作
�
方
�

同
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
個
性
�
�

�
�
�
子
育
�
�
�
�
�
気
持
�
�
込

�
�
姿
�
印
象
的
�
�
�
��
�
�
�
�

０
人
ほ
ど
の
生
産
者
が
い
ま
し
た
が
、

現
在
は
20
人
で
約
16
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

生
産
と
な
っ
て
い
ま
す
。
キ
リ
ン
ビ

ー
ル
の
契
約
栽
培
で
安
定
的
に
生
産

で
き
る
こ
と
や
、
今
後
の
ホ
ッ
プ
の

可
能
性
に
つ
い
て
も
伸
び
て
い
く
産

業
な
の
で
生
産
者
が
増
え
る
こ
と
を

望
ん
で
い
ま
す
。

〈
ニ
ッ
ポ
ン
・
プ
レ
ミ
ア
ム
に
つ
い
て
〉

　

こ
の
ビ
ー
ル
の
一
番
の
売
り
は
、

「
シ
ャ
ー
プ
で
引
き
締
ま
っ
た
苦
味

と
ア
ミ
ノ
酸
が
多
い
こ
と
で
出
る
素

直
で
し
っ
か
り
し
た
旨
み
」
で
す
。

牛
肉
や
鯉
の
う
ま
煮
、
う
な
ぎ
な
ど

の
濃
い
味
の
料
理
に
適
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ビ
ー
ル
は
必
ず

コ
ッ
プ
に
注
い
で
上

品
な
香
り
や
特
徴
の

濃
い
色
、
苦
味
を
楽

し
ん
で
飲
ん
で
く
だ

さ
い
。

〈
今
後
の
展
開
に
つ
い
て
〉

　

ホ
ッ
プ
畑
で
の
森
林
浴
と
食
事
や
、

ホ
ッ
プ
の
芽
摘
み
体
験
、
ホ
ッ
プ
の

鉢
植
え
な
ど
に
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ

ズ
ム
や
観
光
等
の
付
加
価
値
を
つ
け

て
資
源
を
活
か
す
こ
と
な
ど
も
考
え

て
い
き
ま
す
。

　

産
地
交
流
が
必
要
で
遠
野
市
や
横

手
市
、
大
館
市
と
は
、
今
後
も
お
互

い
の
特
徴
を
大
切
に
交
流
を
し
て
い

き
ま
す
。

　

白
鷹
産
ホ
ッ
プ

は
自
信
を
持
っ
て

自
慢
で
き
る
特
産

品
。
白
鷹
ホ
ッ
プ

の
日
な
ど
を
設
け
、

町
民
全
員
で
盛
り

上
げ
て
い
く
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

�

対
談
会
�
�
数
多
�
�
貴
重
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�

話
�
�
�
�
�
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�
紙
面
�
都
合

�
縮
小
�
�
�
伝
�
�
�
�
�
�
詳

細
�
�
�
�
�
�
�
�
掲
載
�
�
�

�
�
�
覧
�
�
�
�
�
最
後
�
�
�

盆
�
�
�
白
鷹
産
�
�
�
�
使
�
�

�
�
�
�
�
家
庭
�
�
友
人
�
味
�

�
�
�
�
�
�
�

【
対
談
者
】

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
㈱
山
形
統
括
支
社

支
社
長　

天
造
豊
彦
氏

白
鷹
町
ホ
ッ
プ
生
産
組
合

組
合
長　

松
田
力
男
氏

副
組
合
長　

樋
口
秀
一
氏

共
同
組
合
ゆ
ー
し
ー
る

理
事
長　

鈴
木
七
十
郎
氏

白

鷹

町

長　
　

橋
本
光
記

白
鷹
産
�
�
�
�
産
業
�
語
�

（左から、樋口氏　松田氏　町長　天造氏　鈴木氏）

【
巻
末
特
集
】


